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Ⅴ．考　察
　卒後2年目看護師と先輩看護師が到達目標とし
て回答した項目を比較した結果，患者のニーズへ
の気づきと対応，経験の少ない技術に対する認
識，チーム医療への意識について特徴が見られ
た.以下に，この3項目について考察し，最後に今
後の教育実践について考察した．
 1．患者のニーズに気づき対応すること
　2年目看護師は患者のニーズに気づくことが
難しいと感じ，業務をこなすだけでなく患者の
ニーズを意識することを到達目標に設定してい
る．これは先輩看護師も到達目標に設定してお
り両者が共通して課題と認識しているといえ
る．しかし，患者のニーズの重要性は共通認識
出来ているものの，卒後2年目看護師は気づく
とこと自体に困難を感じていることに対し，先
輩看護師は気づいて欲しいという内容の記載が
多くあり，目標到達に向けて困難を感じている
内容にズレが生じていると考える．先輩看護師
は卒後2年目看護師との語りの場が少ないと感
じており3），このような現状から，到達目標の
設定は共通していても日常の関わりの中でその
詳細を把握することは難しく，実際の指導では
先輩看護師と卒後2年目看護師との間にズレが
生じていた可能性がある．
　また，先輩看護師は，患者家族のニーズを意
識して看護をした結果，振り返りを行いさらな
る成長や満足感を得ることで看護の仕事に対す
る面白さややりがいを感じてほしいと思ってい
る．先行研究においても，先輩看護師は，卒後
2年目看護師に患者との関わりの中から看護を
考えてもらい看護の面白さを感じてもらいたい
と思っているとされており3），当病棟の現状と
同様である．卒後2年目看護師はその1年間を通
してやりがいや楽しさの実感，自律心の芽生え
を体験するとされており１），患者のニーズに目
を向けた看護を模索しながら実践することで，
先輩看護師が卒後2年目看護師に求める姿に近
づいていくと考える．
 2．経験の少ない技術に対する認識
　卒後2年目看護師は経験が少ない技術に体し
て不安があり，1年目の延長として到達目標に
挙げていた．卒後2年目看護師の思いを調査し
た先行研究では，卒後2年目看護師が困った場
面の一つに経験の少ない技術をあげており５），
経験不十分な技術への理解と支援を求めている
こと１，５）が明らかになっている．本アンケー
ト結果も，一般的な卒後2年目看護師の傾向と
同様であるといえる．
　一方で，先輩看護師は技術に関する項目を到
達目標として挙げていなかった．先輩看護師は，
技術そのものの習得だけでなく，自分で考えて
から報告や相談をするなど看護の質や個別性を
深めることを求めていた．そのため，先輩看護
師にとって技術そのものの習得は，優先度が低
くなり，到達目標に挙がらなかったと予測でき
る．
 3．チーム医療への意識
　自分のことで精一杯の状況から，一緒に働い
ている周囲へも目を向けることの必要性は，卒
後2年目看護師と先輩看護師共に到達目標に設
定していた．卒後2年目看護師は，後輩とパー
トナーを組むようになり，１人の看護師として
自立すること，優先度を考えること，パートナー
間で声を掛け合うことが重要であるとしてい
た．先輩看護師は，自立して考えた上で先輩看
護師に報告や相談をすることを求めていた.卒
後2年目看護師と先輩看護師は，自立して考え
ることは共通していたが，その先の報告や相談
に対しては認識が異なっていることがわかっ
た.この結果から，患者ニーズを捉えることと
同様に，目標設定は共通の認識であったが，そ
の内容には違いがあることが考えられた．
 4．今後の教育実践への示唆
　アンケート結果から，卒後2年目看護師と先
輩看護師の設定する到達目標には，違いがある
ことが明らかになった．また，共通して挙げら
れている到達目標も，目標としている理由は異
なる内容であることがわかった．ここから，到
達目標の達成に向けてその詳細を互いに把握し
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なければ，的確な指導にならない可能性がある
といえる．
　先輩看護師は，卒後2年目看護師が目標到達
に向けて何に困難を感じているのかに注目し
て，指導内容を考える必要がある．そして，卒
後2年目看護師は，先輩看護師から質や個別性
を意識した看護実践を求められており，このこ
とを認識することが必要であると考える．
　しかし，卒後2年目になると1年目のときのよ
うに先輩看護師と十分に話し合い指導を受ける
時間がなくなるのが現状である．卒後2年目看
護師と先輩看護師が互いに思いを伝え共有する
機会を作ることが必要であると考える．
　また，今後の卒後2年目看護師支援の検討に
おいて，A病棟の卒後2年目看護師の現状や先
輩看護師の卒後2年目看護師への思いは，先行
研究と比べ著しい違いはなかった．そのため，
すでに提唱されている方法や先行研究の結果を
参考にできると考える．
Ⅵ．結　語
　卒後2年目看護師は，経験が不十分な技術に対
して不安と未達成感があった．先輩看護師は，卒
後2年目看護師に対して，患者のニーズに自ら気
づき考え，相談してほしいと感じていた．また，
これらを通して，やりがいを感じてほしいと思っ
ていた．両者は，患者のニーズに気づくことを到
達目標としていたが，目標到達に向けて困難を感
じている内容に違いがあった．到達目標の設定は
共通していても日常の関わりの中でその詳細を把
握することは難しいと予想される．以上より，互
いに到達目標達成に向け，思いを共有できる支援
が必要である．
　本研究の限界は，到達目標のみを調査したた
め，すでに達成している項目については把握して
いないことである．
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